
 

 
 

 

 「能登半島地震」では石川県能登半島を中心とするマグニチュード７．６、最大震度７という
想像をはるかに超す「直下型地震で最大級の地震」であり、津波到達も想定できないくらいの速
さで陸地に到達。『想定される、予想される情報以上の災害』に備える意味でも、一番大切なこと
は『命を守る行動』です。今後３０年以内に７０％程度の確率でマグニチュード８から９クラス
の大地震が発生すると言われています（文部科学省 地震調査研究推進本部より） 
伊勢湾の奥に位置する川越町の地震被害は、能登半島地震と同じように「直下型地震」として

大きくなると想定されています。最大の被害が想定されるのは、活断層である「養老－桑名－四
日市断層帯」を震源とする大地震であり、三重県北勢地区における死者数は、約５，９００人と
想定されています。川越町は地震進度も最大７、そして地震による「液状化危険度も“極めて高
い”」と言われています。 
  
■川越町の津波の想定浸水深➡➡１ｍ～５ｍ（川越中学校では２ｍ）と想定されています。 
■川越町の津波３０ｃｍの到達予想時間➡➡６０分～９０分（川越中学校の１階が浸水） 
■朝明川洪水時の川越町の想定浸水深➡➡１ｍ～５ｍ未満（川越中学校では１ｍ～３ｍ浸水） 
■員弁川洪水時の川越町の想定浸水深➡➡１ｍ～１０ｍ未満（川越中学校では１ｍ～３ｍ浸水） 
 

地震だ！津波だ！すぐ避難！ 津波から身を守るには、まずは逃げること。川越町の地

域によっては短時間で津波がやってきます（能登半島地震が津波の速さを物語っています）。 

 

 
 
 

 

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより第４０号 
令和６年１月１１日 
「能登半島地震」から考
える川中と川越町の防災 
 

「能登半島地震」から考える『川越中学校と川越町の防災』について・・・ 
 
始業式の校長からの伝えたいことの中で、一番に「能登半島地震」について、みなさんにお伝えしま
した。今回の学校だより第４０号では、次のことについて考えたいと思います。 
 

■ 地震・津波等での緊急時の対応や避難場所の確認などの川越中学校の防災と川越町
の防災について考えたいと思います。 
 



 

  施設名 所在地 災害の種類 

風水害 地震 津波 
1 ●当新田地区公民館 朝日町縄生 1142 番地 1 ○※1 ○ × 

2 ●北福崎地区公民館 北福崎 45 番地 1 ○※1 ○ × 

3 ●亀須地区公民館 亀須新田278 番地 5 ○※1 ○ × 

4 ●亀崎地区公民館 亀崎新田83 番地 6 ○ ○ ○ 

5 ●上吉地区公民館 高松 1301 番地 ○※1 ○ × 

6 ●南福崎地区公民館 南福崎 405 番地 ○※1 ○ × 

7 ●豊田一色地区公民館 豊田一色320 番地 ○※1 ○ × 

8 ●豊田地区公民館 豊田 927 番地 1 ○※1 ○ × 

9 ●高松地区公民館 高松 380 番地 1 ○※1 ○ × 

10 ●天神地区公民館 豊田 373 番地 2 ○※1 ○ × 

11 ●川越町総合体育館 亀崎新田77 番地 546 ○ ○ ○ 

12 ●川越北小学校 豊田一色69 番地 ○※1 ○ ○※2 

13 ●川越南小学校 高松 258 番地 ○※1 ○ ○※2 

14 ●川越中学校 豊田一色67 番地 ○※1 ○ ○※2 

15 川越町いきいきセンター 豊田一色314 番地 ○※1 ○ ○※2 

16 ●川越町あいあいセンター 豊田一色314 番地 ○※1 ○ ○※2 

17 川越町水防倉庫 当新田 816 番地 4  ̫  ̫ ○※2 

（当新田地区） 

18 川越町役場 豊田一色280 番地  ̫  ̫ ○※2 

19 三重県北勢沿岸流域下水道 
北部浄化センター管理本館 

亀崎新田80 番地 2 ○ ○ ○ 

20 ●三重県立川越高等学校 豊田 2302 番地 1 ○※1 ○ ○※2 

21 霞４号幹線検査路 朝明川橋梁 – – ○ 

22 豊田水防倉庫 豊田 826 番地 1 – – ○※2 

23 北部保育所避難施設 当新田 763 番地 1 – – ○※2 

24 亀須・亀崎地区津波避難タワー 亀須新田168 番地 1 – – ○※2 

1. 「×」は、その災害時には避難場所に適さないもの。 
2. 「ʷ」は、災害の性状から避難場所に適さないもの。 
3. ※1 は、災害の状況によっては避難場所が２階以上になります。 
4. ※2 は、津波で浸水する区域に立地しているため、避難場所が２階以上となるもの。 
ただし、川越町水防倉庫の避難場所は屋上とし、豊田水防倉庫の避難場所は３階及び屋上階とし、北部保育
所避難施設の避難場所は屋上とする 



 

下校措置等を実施する際は、保護者等に直接引き渡すなど、児童生徒の安全確保に十分配慮

する。また、児童生徒を下校させる場合は、通学路等の安全を確認し、集団下校（同じ地域ご

とやできる限りの複数下校）させるなどの安全確保対策を行う。 

帰宅途中での浸水や保護者等の不在等により、帰宅が困難な児童生徒については、校内や避

難所などの安全な場所において保護する。  

 


